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天
皇
と
い
う
文
字
の
初
出
の
時
期
に
つ
い
て

ー
覚

書

同
－
ー
1

、

鍋

田

一

※
隆
寺
金
堂
薬
師
如
来
像
光
背
銘
　
（
本
誌
二
六
ノ
一
）

叢論律法

　
一
一
　
野
中
寺
彌
勒
思
惟
像
台
座
銘

　
銘
文
は
円
形
台
座
の
周
辺
に
鑑
刻
さ
れ
、
上
下
二
字
ず
つ
三
一
行
六
二
字
、
書
体
は
柔
か
な
細
楷
で
あ
る
。

　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
シ

　
　
丙
寅
年
四
月
大
旧
八
日
癸
卯
開
記
橘
寺
智
識
之
等
詣
中
宮
天
皇
大
御
身
労
坐
之
時
誓
願
之
奉
彌
勒
御
像
也
友
等
人
数
一
百
十
八
是
依

　
　
　
　
　
　
め

　
六
道
四
生
人
等
此
教
可
相
之
也

　
　
　
　
傍
点
の
文
字
は
い
ず
れ
も
異
体
あ
る
い
は
省
略
の
文
字
で
あ
る
が
、
い
ま
便
宜
上
正
字
に
あ
ら
た
め
た
。
な
お
こ
の
銘
文
の
文
字
は
か
な
ら
ず

　
　
　
し
も
明
瞭
で
は
な
く
、
と
く
に
判
読
し
が
た
い
橘
・
詣
・
友
・
等
・
可
の
文
字
は
一
般
の
読
み
の
ま
ま
に
し
た
が
つ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ト
　
　
へ

　
（
若
干
の
語
に
つ
い
て
）
中
宮
天
皇
　
中
宮
天
皇
と
い
う
表
現
は
「
法
隆
寺
金
堂
薬
師
像
銘
」
の
〃
大
王
天
皇
ク
と
共
通
の
形
式
と
考

え
ら
れ
る
も
の
で
、
“
中
宮
天
皇
”
と
は
〃
か
つ
て
中
宮
に
お
ら
れ
た
こ
と
の
あ
る
天
皇
”
あ
る
い
は
“
（
在
位
中
）
中
宮
に
あ
ら
れ
た
天

皇
”
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
い
う
ま
で
も
な
く
中
宮
と
は
宮
城
に
お
け
る
一
宮
殿
の
名
称
で
あ
つ
て
、
東
宮
に
対
す
る
位
置
か
ら
名
づ
け
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。
中
宮
の
語
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
用
い
ら
れ
た
か
は
あ
き
ら
か
で
は
な
い
が
、
「
日
本
書
紀
」
天
智
紀
に
東
宮
の
語
が
多

く
み
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
七
世
紀
以
降
大
陸
の
文
化
の
伝
播
が
し
げ
く
な
る
に
と
も
な
い
〃
朝
廷
ノ
の
整
備
・
“
宮
殿
〃
の
造
営
が
行
わ
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れ
、
大
化
改
新
以
後
に
は
難
波
京
・
近
江
京
の
ご
と
き
〃
京
城
ケ
の
建
設
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
つ
て
宮
殿
の
配
置
．
名
称
な
ど
が
明
確

に
な
つ
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
制
度
的
表
現
が
〃
近
江
令
ク
の
諸
規
定
と
な
つ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、
な
ど
か
ら

推
し
て
、
　
〃
近
江
令
ケ
に
は
中
宮
・
東
宮
の
規
定
が
あ
り
、
さ
ら
に
臆
測
が
ゆ
る
さ
れ
る
な
ら
ば
、
　
〃
中
宮
・
東
宮
”
と
い
う
呼
称
は
天

智
朝
に
お
い
て
は
じ
め
て
公
称
と
な
つ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
中
宮
が
皇
后
宮
の
み
な
ら
ず
太
皇
后
宮
・
皇
太
后
宮
を
も
含
め
た
総
称
に
も
用
い
ら
れ
た
こ
と
は
「
令
義
解
」
に
も
あ
き
ら
か
で
あ
る

が
、
中
宮
の
語
は
宮
殿
の
名
称
か
ら
転
じ
て
、
皇
后
ま
た
は
三
后
を
さ
す
語
に
な
つ
た
時
期
も
天
智
朝
の
こ
ろ
か
ら
で
は
な
か
つ
た
か
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
こ
の
台
座
銘
の
例
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
「
日
本
書
紀
」
天
智
紀
六
年
二
月
戊
午
条
の
“
皇
太
后
天
皇
γ
や
、

「
懐
風
藻
」
に
み
ら
れ
る
〃
太
后
天
皇
ケ
、
　
「
日
本
霊
異
記
」
に
み
ら
れ
る
〃
太
后
天
皇
・
・
〃
太
皇
后
天
皇
ケ
の
呼
称
は
（
ユ
）
、
い
ず
れ

も
同
種
の
考
え
の
表
現
で
あ
り
、
二
つ
の
意
味
を
か
ね
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
中
宮
天
皇
の
語
は
か
く
の
ご
と
き
環
境
の
も
と
に
行
わ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
銘
文
の
中
宮
天
皇
が
斉
明
天
皇
を
さ
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
説
か
れ
て
い
る
ご
と
く
で
あ
る
が
、
斉
明
天
皇
は
即
位
七
年
（
六

六
一
）
七
月
筑
紫
朝
倉
宮
に
崩
じ
、
天
智
称
制
六
年
（
六
六
七
）
二
月
間
人
皇
女
と
と
も
に
小
市
岡
上
陵
に
合
葬
さ
れ
た
の
で
あ
つ
て
、

銘
丈
の
丙
寅
年
（
六
六
六
）
は
そ
の
前
年
に
当
つ
て
い
る
。
し
た
が
つ
て
銘
文
は
、
斉
明
天
皇
の
崩
前
、
病
中
の
際
に
某
寺
の
知
識
等
が

誓
願
し
て
人
数
一
百
十
八
人
を
催
し
、
天
智
称
制
五
年
丙
寅
四
月
八
日
の
聖
日
を
期
と
し
て
開
眼
供
養
し
た
も
の
、
と
解
さ
れ
る
の
で
あ

る
が
、
造
像
の
時
期
は
か
な
ら
ず
し
も
あ
き
ら
か
で
は
な
く
た
だ
開
眼
供
養
・
銘
丈
鑑
刻
の
時
期
が
予
想
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
な
お

「
造
像
銘
記
」
に
は
中
宮
天
皇
を
天
智
天
皇
と
解
さ
れ
て
い
る
が
、
天
智
天
皇
と
解
す
れ
ば
、
銘
文
の
疑
義
は
と
り
さ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う

が
、
天
智
天
皇
を
中
宮
天
皇
と
称
す
る
積
極
的
な
理
由
は
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
木
崎
氏
は
こ
の
申
宮
天
皇
に
孝
徳
天
皇
の
皇
后
で
あ

つ
た
間
人
皇
女
を
擬
せ
ら
れ
て
い
る
（
2
）
。
間
人
皇
女
は
天
智
称
制
四
年
（
六
六
五
）
二
月
に
亮
じ
、
斉
明
天
皇
と
と
も
に
天
智
称
制
六
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年
（
六
六
七
）
二
月
に
小
市
岡
上
陵
に
合
葬
さ
れ
て
お
り
、
時
期
的
に
も
さ
ほ
ど
矛
盾
は
な
い
。
し
か
し
間
人
皇
女
（
太
后
）
を
中
宮
天

皇
と
称
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
間
人
太
皇
が
亮
じ
た
の
は
斉
明
天
皇
の
崩
後
約
五
年
を
へ
て
か
ら
で
、
し
か
も
天
智
天
皇
は
い
ま
だ
即
位
せ

ず
皇
太
子
称
制
の
時
期
で
あ
つ
た
。
両
者
は
伯
母
と
甥
の
関
係
に
あ
り
、
大
化
前
後
の
皇
位
継
承
の
状
況
や
、
石
井
博
士
の
説
か
れ
る
ご

と
き
共
同
統
治
的
色
彩
が
こ
の
時
期
に
も
認
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
（
3
）
、
中
宮
天
皇
と
い
う
尊
称
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
中
宮
天
皇
が
斉
明
天
皇
を
さ
す
と
す
る
な
ら
ば
な
に
ゆ
え
に
こ
の
よ
う
な
疑
義
の
あ
る
銘
文
を
作
つ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
に
考
え
ら
れ
る
の
は
「
日
本
書
紀
」
天
智
紀
称
制
六
年
の
合
葬
の
記
載
で
あ
る
。
陵
墓
の
造
営
は
お
そ
ら
く
間
人
皇
女
が
亮
じ
た
際

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

に
予
定
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
薄
葬
さ
れ
た
斉
明
天
皇
の
こ
と
が
当
然
問
題
に
な
つ
た
で
あ
ろ
う
。
改
葬
・
合
葬
は
そ
の
間
の
事
情

に
関
し
て
決
定
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
つ
て
改
葬
・
合
葬
の
こ
と
は
斉
明
天
皇
が
大
御
身
労
座
之
時
誓
願
し
た
某
寺
の
知

識
等
も
知
つ
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
こ
で
い
ま
一
度
期
を
新
た
に
し
て
供
養
を
行
つ
た
の
が
丙
寅
年
（
天
智
称
制
五
年
）
四
月
八
日
で
は

な
か
つ
た
か
。
そ
し
て
お
そ
ら
く
造
像
も
そ
の
際
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
開
眼
供
養
・
鍵
銘
は
銘
丈
を
そ
の
ま
ま
解
し
て
も

よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
註
　
1
　
　
「
懐
風
藻
」
釈
智
蔵
の
小
伝
に

　
　
　
　
　
　
釈
智
蔵
者
…
…
淡
海
帝
、
遣
学
唐
国
…
…
太
后
天
皇
之
世
、
師
向
目
本
…
・

　
　
　
　
　
　
「
日
本
霊
異
記
」

　
　
　
　
　
　
忠
臣
少
欲
足
諸
天
見
感
得
現
報
示
奇
事
縁
第
二
十
五

　
　
　
　
　
　
故
中
納
言
従
三
位
×
神
高
市
万
侶
卿
者
太
后
天
皇
時
忠
臣
也

　
　
　
　
　
　
持
戒
比
立
修
浄
行
而
得
奈
験
力
縁
第
二
十
六

　
　
　
　
　
　
太
皇
后
天
皇
之
代
有
百
済
禅
師
名
日
多
常
…
…
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2
木
崎
愛
吉
「
大
日
本
金
石
史
」

　
　
　
　
3
　
石
井
良
助
「
天
皇
」

　
　
　
　
4
　
喜
田
貞
吉
「
河
内
野
中
寺
金
銅
仏
造
像
記
の
申
宮
天
皇
に
つ
き
て
」
（
考
古
学
雑
誌
九
ノ
ニ
）

　
三
　
船
首
王
後
墓
誌

　
銘
文
は
銅
板
の
面
背
に
鏑
刻
さ
れ
、
表
面
四
行
八
六
字
・
背
面
四
行
七
六
宇
、
書
体
は
細
楷
で
あ
る
。

　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め

　
　
惟
船
氏
故
　
王
後
首
者
是
船
氏
中
祖
　
王
智
仁
首
児
　
那
浦
故

　
　
　
　
　
　
　
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
　
　
へ

　
　
首
之
子
也
生
於
乎
婆
施
宮
治
天
下
　
天
皇
世
奉
仕
於
等
由

　
　
罹
宮
　
治
天
下
　
天
皇
之
朝
至
於
阿
須
迦
宮
治
天
下
　
天
皇
之

　
　
　
　
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ

　
　
朝
　
天
皇
照
見
知
其
寸
異
仕
有
功
勲
　
勅
賜
官
位
大
仁
品
為
第
（
以
上
表
面
）

　
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト

　
　
三
娼
亡
於
阿
須
迦
　
天
皇
之
末
歳
次
辛
丑
十
二
月
三
日
庚
寅
故

　
　
も
　
　
　
　
　
び
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
　
　
で
　
　
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
戊
辰
年
＋
二
月
蟹
葬
於
松
岳
山
上
共
婦
安
理
故
能
刀
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
　
　
　
へ

　
　
同
墓
其
大
兄
刀
罹
古
首
之
墓
拉
作
墓
世
即
為
安
保
万

　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
代
之
霊
基
牢
固
永
劫
宝
地
也
（
以
上
背
面
）

　
　
　
　
傍
点
の
文
字
は
前
例
と
お
な
じ
く
正
字
に
あ
ら
た
め
た
。

　
銘
丈
の
う
ち
ま
ず
問
題
と
な
る
の
は
〃
碩
亡
於
阿
須
迦
天
皇
之
末
歳
次
辛
丑
十
二
月
三
日
庚
寅
故
戊
辰
十
二
月
穫
葬
於
松
岳
山
上
共
婦

安
理
故
能
刀
自
同
墓
グ
と
い
う
記
載
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
船
首
王
後
は
阿
須
迦
天
皇
（
膏
明
）
辛
丑
年
（
六
四
一
）
十
二
月
に
卒
し
、
二

七
年
を
へ
た
戊
辰
年
（
天
智
即
位
元
年
・
六
六
八
）
十
二
月
に
婦
の
安
理
故
能
刀
自
と
墓
を
同
じ
く
し
て
松
岳
山
上
に
葬
ら
れ
た
、
と
い
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う
の
で
お
る
が
、
こ
の
記
載
は
な
に
を
意
味
す
る
の
か
。
浅
田
氏
は
こ
の
墓
誌
を
、
「
戊
辰
年
十
二
月
松
岳
山
上
に
婦
と
と
も
に
新
造
の

墳
墓
に
合
葬
し
た
…
…
際
新
た
に
作
ら
れ
た
も
の
」
と
解
さ
れ
て
い
る
ハ
，
）
。
そ
し
て
合
葬
・
改
葬
と
推
定
さ
れ
る
理
由
と
し
て
、
記
・

　
　
の

紀
に
合
葬
．
改
葬
の
記
載
が
み
ら
れ
る
こ
と
（
・
・
）
、
ま
た
改
葬
の
存
在
を
暗
示
す
る
も
の
と
し
て
〃
洗
骨
”
・
“
荒
陵
4
の
民
俗
学
的
事

実
の
援
用
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
お
よ
び
飛
烏
奈
良
朝
の
墳
墓
の
構
造
形
式
（
3
）
を
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
ま
た
改
葬
・
合
葬
の
理

由
と
し
て
、
「
合
葬
の
盛
行
が
そ
れ
に
都
合
よ
き
横
穴
式
内
部
構
造
形
式
の
受
容
の
み
で
は
な
く
、
当
代
の
社
会
経
済
的
事
情
に
因
由
す

る
こ
と
ま
た
多
き
は
決
し
て
否
み
得
な
い
。
：
：
：
か
の
原
始
的
・
宗
教
的
・
不
経
済
的
・
非
効
果
的
な
唯
量
性
を
特
色
と
す
る
巨
墳
の
営

造
か
ら
丈
化
的
．
実
用
的
・
効
果
的
な
る
墳
墓
築
造
の
経
済
化
に
ま
で
進
展
さ
せ
」
た
か
ら
で
あ
る
、
と
さ
れ
る
。

　
し
た
が
つ
て
こ
の
銘
丈
は
浅
田
氏
の
解
さ
れ
る
ご
と
く
、
戊
辰
年
の
合
葬
の
際
に
作
成
さ
れ
、
埋
納
し
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ

う
o

　
も
つ
と
も
船
氏
は
有
名
な
王
仁
の
後
蕎
氏
族
で
あ
り
、
井
上
氏
に
よ
れ
ば
、
「
王
仁
喬
氏
族
は
支
那
に
於
け
る
仏
信
仰
の
流
行
に
極
め
て
早
く
反

し
て
居
る
’
：
・
：
而
も
云
ふ
を
得
べ
く
ん
ば
そ
れ
は
智
的
な
反
応
で
あ
る
」
（
4
）
の
で
あ
る
か
ら
、
浅
田
氏
の
説
か
れ
ご
と
き
、
民
俗
学
的
な
事
由
（
洗

骨
．
荒
陵
）
は
考
え
ら
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
と
こ
ろ
で
洗
骨
に
関
連
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
二
重
葬
法
と
仏
教
の
火
葬
の
葬
法
と
の

関
係
で
あ
る
。
火
葬
は
お
も
に
僧
侶
に
よ
つ
て
採
用
さ
れ
た
葬
法
で
、
日
本
で
は
「
続
日
本
紀
」
文
武
紀
四
年
七
〇
〇
三
月
条
に
道
昭
が
遺
言
し
て

遺
骸
を
火
葬
に
し
た
（
5
）
、
と
あ
る
の
が
初
見
で
あ
る
が
、
道
昭
は
こ
の
船
氏
の
出
で
あ
る
。
ま
た
持
統
・
文
武
・
元
明
・
元
正
の
各
帝
も
そ
れ
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
イ
ゾ
ウ

れ
火
葬
の
法
を
も
つ
て
葬
さ
れ
て
お
り
、
養
老
令
喪
葬
令
の
墓
条
に
は
、
茶
昆
に
ふ
し
て
の
ち
骨
粉
を
散
布
さ
せ
る
z
大
蔵
”
の
規
定
が
あ
り
（
7
）
、

火
葬
の
法
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
ほ
か
古
墳
時
代
末
期
の
遺
品
と
し
て
陶
製
お
よ
び
金
属
製
骨
器
が
出
土
す
る
し
、
万
葉
集
に
も
火

葬
を
詠
じ
た
挽
歌
が
み
ら
れ
る
（
8
）
。
こ
の
よ
う
に
火
葬
の
風
は
当
代
以
後
流
行
し
た
も
の
ら
し
い
（
9
）
。
そ
．
し
て
こ
の
流
行
は
お
そ
ら
く
僧
侶
・
知

識
階
級
に
ま
ず
起
つ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
王
後
の
場
A
ロ
に
も
遺
骨
を
ふ
た
た
び
集
め
て
火
葬
の
法
に
準
じ
て
改
葬
し
た
も
の
か
も
し
れ
な

い
（
－
o
）
。
火
葬
に
お
い
て
は
、
遺
骨
を
火
で
焼
く
こ
と
と
、
そ
の
骨
を
納
め
て
処
理
す
る
こ
と
と
、
二
段
の
手
続
き
を
要
し
、
二
重
葬
法
的
な
も
の
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が
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　註

213546

浅
田
芳
郎
「
船
氏
の
墓
誌
に
見
え
る
紀
年
銘
に
就
て
、
」
（
考
古
学
雑
誌
二
四
ノ
八
）

「
古
事
記
」
下
巻

　
橘
豊
臼
王
…
…
此
天
皇
後
陵
在
石
寸
披
上
、
後
遷
科
長
申
陵
也

　
豊
御
食
炊
屋
比
売
命
…
…
御
陵
在
大
野
岡
上
、
後
遷
科
長
大
陵
也

「
日
本
書
紀
」
（
用
明
紀
）
二
年
七
月
甲
午
条
’

　
（
橘
豊
日
天
皇
葬
予
磐
余
池
上
陵

（
推
古
紀
）
元
年
九
月
条

　
改
葬
橘
豊
日
天
皇
於
河
内
磯
長
陵

（
推
古
紀
）
二
十
年
二
月
庚
午
条

　
改
葬
皇
太
夫
人
堅
塩
媛
於
檜
隈
大
陵

（
皇
極
紀
）
元
年
十
二
月
壬
寅
条

　
葬
息
長
足
日
広
額
天
皇
干
帽
谷
崩
同
紀
、
一
年
九
月
壬
午
条

　
葬
息
長
足
日
広
額
天
皇
干
押
坂
陵

そ
の
例
と
し
て
つ
ぎ
の
二
つ
の
古
墳
を
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
河
内
聖
徴
太
子
磯
長
御
廟
U
横
穴
式
石
室
を
内
部
主
体
と
し
、
玄
室
申
に
は
三
棺
が
置
か
れ
て
い
る
。
…
…
し
た
が
つ
て
こ
の
時
代
に

お
け
る
後
葬
に
よ
る
合
葬
の
存
在
を
裏
書
す
る
に
足
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ

　
大
和
牽
午
子
塚
古
墳
ー
1
讐
室
拉
列
的
な
る
横
穴
式
石
室
を
造
り
、
お
の
お
の
に
棺
座
を
造
付
け
七
宝
金
具
燦
燗
た
る
乾
漆
棺
を
安
置
す

る
…
…
そ
れ
は
予
め
合
葬
を
予
定
し
て
の
計
劃
的
な
築
造
に
係
る
。

井
上
光
貞
「
王
仁
の
後
沓
氏
族
と
其
の
仏
教
」
（
史
学
雑
誌
五
四
ノ
九
）

　
　
　
　
　
　
シ

三
月
己
未
　
道
照
和
荷
物
化
。
…
…
弟
子
等
奉
追
教
。
火
葬
於
粟
原
。
天
下
火
葬
従
民
而
始
也
。
世
伝
云
。
火
葬
畢
。
親
族
与
弟
子
相

争
。
欲
取
和
上
骨
敏
不
。
瓢
風
忽
起
。
吹
麗
灰
骨
。
終
不
知
其
処
。

（
文
武
紀
）
太
宝
三
年
（
七
〇
三
）
十
一
．
月
癸
酉
。
従
四
位
上
当
麻
真
人
智
徳
率
諸
天
諸
臣
。
奉
諜
太
上
天
皇
。
誼
日
大
倭
根
子
天
広
野
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日
女
尊
。
是
日
。
火
葬
於
飛
烏
岡
。

　
（
文
武
紀
）
慶
雲
四
年
（
七
〇
六
）
十
一
月
丙
午
。
従
四
位
上
当
麻
真
人
智
徳
率
謀
人
奉
諌
謹
日
倭
根
子
豊
祖
父
天
皇
。
即
日
火
葬
於

飛
烏
岡
。

　
（
元
正
紀
）
養
老
五
年
（
七
一
二
）
十
月
丁
亥
。
（
太
上
天
皇
）
詔
日
。
…
…
朕
崩
之
後
。
葬
於
大
和
国
添
上
郡
蔵
宝
山
葬
良
牛
造
竈
火

葬
。
莫
改
他
処
。

　
（
聖
武
紀
）
天
平
二
十
年
（
七
四
八
）
四
月
丁
卯
。
是
日
火
葬
太
上
天
皇
於
佐
保
山
陵
。
°

凡
三
位
以
上
及
別
祖
氏
宗
。
並
得
営
墓
。
以
外
不
台
。
錐
得
営
墓
。
若
欲
大
蔵
者
聴
。

土
形
娘
子
を
泊
瀬
山
に
火
葬
せ
し
時
、
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
の
作
れ
る
歌
一
首
（
巻
三
　
四
二
八
）

　
隠
ロ
の
泊
瀬
の
山
の
山
の
際
に
い
さ
よ
ふ
雲
は
妹
に
か
も
あ
ら
む

溺
れ
死
に
し
出
雲
娘
子
を
吉
野
に
火
葬
せ
し
時
、
柿
本
朝
臣
の
作
れ
る
歌
二
首
（
巻
三
　
四
二
九
・
四
三
〇
）

　
山
の
際
ゆ
出
雲
の
児
等
は
霧
な
れ
や
吉
野
の
山
の
⇔
u
領
に
棚
引
く
゜

　
八
雲
刺
す
出
雲
の
子
等
が
黒
髪
は
吉
野
の
川
の
奥
に
な
つ
さ
ふ

「
内
部
に
石
を
積
ん
で
石
室
を
築
き
、
外
部
に
土
を
盛
つ
て
墳
丘
を
営
ん
だ
後
期
の
古
墳
が
、
上
流
社
会
の
人
々
に
と
つ
て
最
善
の
も
の

と
感
じ
ら
れ
な
く
な
つ
た
の
は
、
八
世
紀
の
初
頭
に
、
仏
教
の
隆
盛
と
と
む
に
伝
え
ら
れ
た
火
葬
の
制
度
の
出
現
に
よ
る
の
で
あ
る
。
」

（
小
林
行
雄
「
日
本
考
古
学
概
説
」
二
五
八
頁
）

時
代
は
前
後
す
る
が
、
這
般
の
事
情
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
「
伊
福
吉
部
臣
徳
足
比
売
墓
誌
」
が
あ
る
。

　
因
幡
国
法
美
郡
伊
福
吉
部
徳
足
比
売
臣
藤
原
大
宮
御
宇
×
行
天
皇
御
世
慶
雲
四
年
歳
次
丁
未
春
二
月
二
十
五
日
従
七
位
下
被
賜
仕
奉
突

和
銅
元
年
歳
次
戊
申
秋
七
月
一
日
卒
也
三
年
康
戌
冬
十
月
火
葬
即
残
此
処
故
末
代
君
等
不
応
崩
壊
上
件
如
前
故
謹
録
鉾
和
銅
三
年
十
一
月

十
三
日
己
未

四
　
小
野
朝
臣
毛
人
墓
誌
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銘
文
は
短
冊
形
銅
板
の
面
背
に
鋳
刻
さ
れ
、
表
面
一
行
二
六
宇
ご
背
面
一
行
二
二
字
、
槽
書
で
あ
る
。

　
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
飛
鳥
浄
御
原
宮
治
天
下
天
皇
　
御
朝
政
任
太
官
兼
刑
部
大
卿
位
大
錦
上
（
以
上
表
面
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
小
野
毛
人
朝
臣
之
墓
　
営
造
歳
次
丁
丑
年
十
二
月
上
旬
即
葬
（
以
上
背
面
）

　
　
　
　
傍
点
の
文
字
は
前
例
と
お
な
じ
く
正
字
に
あ
ら
た
め
た
。

（
若
干
の
語
に
つ
い
て
）
以
下
藪
田
氏
の
所
説
に
し
た
が
い
つ
つ
簡
単
に
ふ
れ
て
み
よ
う
。

　
　
ト
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ち
　
　
シ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
め
　
　
も
　
　
ト
　
　
シ

　
　
飛
鳥
浄
御
原
宮
治
天
下
天
皇
　
”
飛
鳥
浄
御
原
宮
治
天
下
天
皇
ケ
と
は
ウ
天
武
天
皇
を
さ
す
語
で
あ
る
が
、
「
日
本
書
紀
」
に
よ
れ

ば
”
飛
鳥
浄
御
原
宮
ケ
の
宮
号
は
朱
鳥
元
年
（
六
八
六
）
七
月
に
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
（
，
）
。
し
か
る
に
銘
文
の
〃
丁
丑
年
”
は
天

武
即
位
五
年
（
六
七
七
）
に
当
り
、
宮
号
制
定
の
九
年
前
に
す
で
に
こ
の
宮
号
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
〃
某
宮
治
天
下
天

皇
”
の
ご
と
く
宮
号
を
も
つ
て
冠
す
る
呼
称
は
、
平
城
宮
以
前
（
和
銅
以
前
）
に
は
一
般
に
退
位
あ
る
い
は
崩
後
の
天
皇
に
か
ぎ
ら
れ
て

い
た
、
と
老
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
（
3
）
、
治
世
申
の
天
皇
を
か
く
称
す
る
こ
と
は
矛
盾
と
い
わ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
っ

　
め
　
　
　
シ
　
　
　
ト

　
大
錦
上
　
　
「
続
日
本
紀
」
元
明
紀
和
銅
七
年
四
月
辛
未
条
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
て
　
　
シ

　
　
申
納
言
従
三
位
兼
中
務
卿
勲
三
等
小
野
朝
臣
毛
野
蕗
。
小
治
田
朝
大
徳
冠
妹
子
之
孫
。
小
錦
中
毛
人
之
子
也
。

と
あ
り
、
考
え
る
な
ら
ば
、
毛
人
の
卒
後
贈
位
が
行
わ
れ
、
そ
の
贈
位
を
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
ヘ
　
　
へ

　
朝
臣
　
小
野
臣
が
朝
臣
の
姓
を
賜
わ
つ
た
の
は
「
日
本
書
紀
」
に
よ
れ
ば
天
武
即
位
十
二
年
（
六
八
四
）
十
一
月
で
あ
る
（
3
）
。
す
な

わ
ち
同
年
十
月
に
八
色
の
姓
が
定
め
ら
れ
た
か
ら
で
あ
つ
て
、
そ
れ
よ
り
七
年
前
に
小
野
毛
人
の
み
に
朝
臣
の
姓
を
賜
わ
り
、
称
し
た
も

の
と
は
老
え
ら
れ
な
い
。

　
シ
　
　
ト

　
上
旬
　
〃
上
旬
ケ
と
い
う
表
現
は
藪
田
氏
の
い
わ
れ
る
ご
と
く
曖
昧
な
紀
日
と
考
え
る
ほ
う
が
妥
当
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
か
な
ら
ず

し
も
埋
葬
の
日
を
明
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
が
あ
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
な
い
。
さ
き
に
あ
げ
た
「
船
首
王
後
墓
誌
」
に
お
い
て
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も
、
　
〃
戊
辰
年
十
二
月
火
葬
…
…
”
と
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
。

　
以
上
の
ご
と
き
理
由
に
よ
つ
て
こ
の
墓
誌
は
、
”
天
武
即
位
五
年
丁
丑
の
紀
年
を
も
ち
な
が
ら
天
皇
崩
後
の
あ
る
時
期
に
作
ら
れ
た
と

考
え
ざ
る
を
え
な
い
ク
、
　
と
藪
田
氏
は
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
し
か
ら
ば
な
に
ゆ
え
か
か
る
こ
と
が
起
つ
た
の
か
、
　
と
の
疑
問
に
た

い
し
て
、
　
〃
そ
れ
は
墓
誌
の
紀
年
や
文
と
墓
誌
の
埋
納
時
期
と
を
別
に
考
え
れ
ば
よ
い
。
具
体
的
に
考
え
る
な
ら
ば
、
墓
誌
を
追
納
物
と

す
れ
ば
よ
い
ク
。
と
さ
れ
る
。

　
そ
の
証
拠
と
し
て
「
船
首
呈
後
墓
誌
」
「
伊
福
吉
部
徳
足
比
売
墓
誌
」
（
4
）
「
美
努
岡
万
墓
誌
」
〔
、
）
の
例
を
あ
げ
ら
れ
、
改
葬
あ
る
い
は
墳

墓
の
修
造
が
行
わ
れ
た
際
に
墓
誌
が
埋
納
さ
れ
て
お
り
、
と
く
に
「
美
努
岡
万
墓
誌
」
は
追
納
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
か

ら
、
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
推
し
て
「
小
野
毛
人
墓
誌
」
は
後
代
に
追
納
さ
れ
た
、
と
説
か
れ
て
い
る
。

　
つ
い
で
墓
誌
追
納
の
意
味
と
し
て
、
そ
の
勲
功
・
官
位
を
記
し
て
故
人
を
追
憶
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
追
納
と
い
う
行
為
を
介
し
て
、

一
般
に
丈
意
を
伝
達
す
る
効
果
を
期
待
し
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
墓
誌
を
作
り
墓
中
に
納
め
る
こ
と
は
ひ
そ
か

に
行
う
こ
と
で
は
な
く
、
そ
の
撰
文
や
刻
銘
ま
た
そ
の
納
入
に
際
し
て
は
な
ん
ら
か
の
行
事
が
行
わ
れ
、
十
分
に
社
会
の
関
心
が
あ
つ
め

ら
れ
る
し
、
埋
納
後
も
銘
文
は
記
録
に
残
し
、
必
要
に
応
じ
て
公
表
す
る
ー
家
記
家
伝
に
記
録
し
必
要
に
応
じ
て
朝
廷
に
差
出
す
（
6
）

ー
こ
と
に
よ
つ
て
目
的
は
達
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
生
活
態
度
が
保
守
的
・
借
古
的
で
あ
つ
た
当
代
社
会
に
お
い
て
は
、
故
人
を
顕
彰
す
る
こ
と
は
、
ひ
い
て
は
そ
の
子
孫
の
社
会
的
地
位

を
人
に
認
め
さ
せ
る
効
果
を
も
つ
て
い
る
。
官
己
の
地
位
を
確
固
た
ら
し
め
る
た
め
に
先
祖
を
立
派
な
も
の
に
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
た
。

正
史
あ
る
い
は
家
記
・
家
伝
の
編
纂
は
そ
の
現
れ
で
あ
り
、
そ
の
実
質
的
裏
付
け
が
令
の
蔭
の
制
で
あ
つ
た
。
ま
た
喪
葬
令
の
〃
墓
皆
立

碑
条
ケ
の
規
定
も
そ
れ
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
〔
，
）
。
墓
誌
の
制
は
大
陸
に
お
い
て
は
六
朝
の
こ
ろ
か
ら
盛
に
行
わ
れ
た
が
、
日
本
の

制
も
大
陸
の
そ
れ
に
倣
つ
た
も
の
で
あ
り
、
広
大
な
墳
墓
が
営
造
で
き
な
く
な
り
、
火
葬
の
法
が
行
わ
れ
、
ま
た
墓
誌
を
作
文
す
る
文
人
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が
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
祖
先
顕
彰
の
方
法
の
中
心
が
墓
誌
に
お
か
れ
る
に
い
た
つ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
ま
た
藪
田
氏
は
こ
の
墓
誌
制
作
の
時
期
を
想
像
さ
れ
て
、
墓
誌
は
誰
で
も
ま
た
何
時
で
も
作
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
遺
族
n

が
そ
の
必
要
を
感
じ
か
つ
そ
の
効
果
が
あ
が
る
時
期
に
ー
具
体
的
に
い
え
ば
家
運
が
興
隆
に
む
か
い
、
そ
の
興
隆
を
お
し
進
め
よ
う
と

す
る
時
期
に
多
く
ー
制
作
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
小
野
氏
の
政
治
的
地
位
を
向
上
さ
せ
た
小
野
毛
野
（
毛
人
の
子
）
の
時
、
く
わ
し

く
は
大
宝
二
年
か
れ
が
参
議
に
任
ぜ
ら
れ
た
前
後
に
作
ら
れ
た
も
の
、
と
考
え
て
お
ら
れ
る
。

　
し
た
が
つ
て
こ
の
墓
誌
の
制
作
年
代
は
毛
野
が
毛
人
を
顕
彰
す
る
た
め
に
、
か
れ
の
在
官
当
時
す
な
わ
ち
持
統
朝
よ
り
元
明
朝
の
間
、

と
く
に
大
い
に
登
用
さ
れ
た
丈
武
朝
以
降
参
議
に
任
ぜ
ら
れ
た
大
宝
二
年
（
七
〇
二
）
前
後
と
認
め
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

註

1
　
藪
田
嘉
一
郎
「
小
野
毛
人
墓
誌
」
（
「
日
本
上
代
金
石
叢
考
」
所
収
）

2
　
天
武
紀
朱
烏
元
年
七
月
戊
午
条

　
　
　
改
元
日
朱
■
元
年
。
初
名
宮
日
飛
烏
浄
御
原
宮
。

3
．
戊
申
朔
…
…
凡
五
十
二
氏
賜
姓
日
朝
臣

4
　
金
森
遵
「
長
谷
寺
法
華
説
相
像
の
造
立
年
次
に
就
て
」
（
考
古
学
雑
誌
二
七
ノ
一
〇
）

5
前
掲
註
1
0
参
照

6
「
美
努
岡
万
墓
誌
」

　
　
　
我
祖
美
努
岡
万
連
飛
烏
浄
御
原
天
皇
御
世
甲
申
年
正
月
＋
六
日
勅
賜
連
姓
藤
原
宮
御
宇
大
行
天
皇
御
世
大
宝
元
年
歳
次
辛
丑
五
月

　
　
使
乎
唐
国
平
城
宮
治
天
下
大
行
　
天
皇
御
世
霊
亀
二
年
歳
次
丙
辰
正
月
五
日
授
従
五
位
下
任
主
殿
寮
頭
神
亀
五
年
歳
次
戊
辰
十
月
廿
日
卒

　
　
春
秋
六
十
有
七
其
為
人
小
心
事
帝
移
孝
為
忠
忠
簡
帝
心
能
秀
臣
下
成
功
広
業
照
一
代
之
高
栄
揚
名
顕
親
遣
千
歳
之
長
跡
令
聞
難
尽
余
慶
無

　
　
窮
砺
作
斯
文
納
置
中
墓

　
　
　
　
天
平
二
年
歳
次
庚
午
十
月
一
日
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「
日
本
書
紀
」
天
智
紀
八
年
十
月
辛
酉
条
の
原
註
に

　
　
碑
日
。
春
秋
五
＋
有
六
謹
。

と
あ
る
。

凡
墓
皆
立
碑
。
記
具
官
姓
名
之
墓
。

「
続
日
本
紀
」
文
武
紀
大
宝
二
年
五
月
丁
亥
条

叢一＝N司謁律一法


